
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４４０３

基盤研究(C)

2013～2011

革新的高効率波力発電システムの開発

Development of Innovative High Efficiency Wave Power Generation System

９０２６４８０３研究者番号：

真田　雅之（SANADA, Masayuki）

大阪府立大学・工学（系）研究科（研究院）・准教授

研究期間：

２３５６０３３４

平成 年 月 日現在２６   ５ ２２

円     3,900,000 、（間接経費） 円     1,170,000

研究成果の概要（和文）：システムの想定設置海域に適した発電機を設計して有限要素法を用いて解析を行い各種特性
の算出を行った結果、12極SPMSGおよび増速ギヤ比8のダイレクトリンク機構を用いる場合、設置海域の違いによらず平
均エネルギー変換効率が最大約20％で、従来の波力発電システムと比較して数倍以上となることを示した。また、発電
機のトルク指令パターンについては２段階にトルク指令を切り替える方式が発電出力が最も改善され、一定トルクパタ
ーンを用いる場合に対して発電出力が3～6％増加した。

研究成果の概要（英文）：A suitable structure of generator for the installation sea area of the system was 
designed. The generator was analyzed by using the finite element method, and various characteristics of th
e system were calculated. In the condition to use the direct link mechanism of a multiplying gear of 8 and
 the 12-pole SPMSG, the average energy conversion efficiency did not depend on the difference of the insta
llation sea area and was the maximum 20%. It was shown that the conversion efficiency became several times
 or more compared with a conventional wave power generation system. Moreover, the generated electric power
 has been improved most in the method to switch the torque command to two stages for the torque command pa
ttern of the generator. The generated electric power has increased by 3-6% compared with the case to use t
he constant torque command.
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値を切り替えるパターンが も電気出力が
高くなることが分かった。図６に潮岬沖にお
ける 適な発電機トルク指令パターン
（Control-C）を示す。このような形状のト
ルク指令パターンを用いることにより、図７
に示すように潮岬沖では 1002W、波浮沖では
1502W の平均電気出力が得られ、3～6%の出力
改善効果があることが分かった。 

実用状態を考慮した発電機トルク指令パ
ターンを用いた場合の変換効率は 13～20%と
なり、従来主流であった振動水柱方式の波力
発電システム（4～15%）と比較してかなり高
いことが明らかとなった。 
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